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に
次
ぐ
全
国
二
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
見
事
な
活

躍
の
背
景
に
は
、
工
芸
を
芸
術
へ
と
高
め
た
先
達
の
歩
み

が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
日
本
芸
術
院
会
員
な
ら
び
に
人
間
国
宝
か
ら
次

代
を
担
う
若
手
工
芸
作
家
ま
で
、
石
川
を
代
表
す
る
近
現

代
の
作
家
作
品
を
展
示
し
、
石
川
の
工
芸
が
ど
の
よ
う
に

今
日
へ
受
け
継
が
れ
、明
日
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
か
を
、

四
十
点
余
り
の
作
品
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

本
展
は
石
川
の
工
芸
界
を
代
表
す
る
近
現
代
の
作
家
作

品
を
陶
磁
・
漆
工
・
染
色
・
金
工
・
木
工
の
分
野
に
わ
た

り
展
示
し
、
石
川
の
工
芸
の
今
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

◇
◆
◇

美
術
工
芸
は
伝
統
と
い
う
言
葉
と
深
い
繋
が
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
故
に
、
伝
統
＝
古
い
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
伝
統
と
は
そ
の
本
質
を
保
ち
な
が
ら
歴
史
の
中
で

新
た
に
蓄
積
さ
れ
、
常
に
新
し
い
一
面
が
加
え
ら
れ
て
ゆ

く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
携
わ
る
作
家
に
は
習
熟
さ

れ
た
技
法
、
そ
し
て
伝
統
に
裏
付
け
さ
れ
た
創
作
活
動
が

求
め
ら
れ
、
技
と
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
視
さ
れ

ま
す
。

県
内
各
地
域
に
は
、
今
日
で
も
多
く
の
伝
統
工
芸
が
育

ま
れ
て
お
り
、
石
川
は
日
本
を
代
表
す
る
工
芸
王
国
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
美
術
工
芸

の
繁
栄
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
加
賀
藩
前
田
家
の
文
化
施

策
に
よ
っ
て
発
展
し
た
、
多
彩
な
伝
統
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

大
正
か
ら
昭
和
の
前
期
に
か
け
て
の
工
芸
活
動
は
、
明

治
以
降
の
地
場
産
業
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
殖
産
興
業
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「
石
川
の
工
芸
作
家
た
ち

〜
日
展
・
伝
統
工
芸
展
を
中
心
に
〜
」

２
月
26
日
（
土
）
〜
４
月
10
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
････
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

的
な
状
況
か
ら
「
美
術
工
芸
へ
の
転
換
期
」
を
迎
え
ま
す
。

す
で
に
明
治
二
十
年
頃
に
は
東
京
美
術
学
校
や
金
沢
工
業

学
校
（
現
石
川
県
立
工
業
高
校
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
設

立
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
第
に
工
芸
職
人
の
間
に
も
作

家
意
識
が
芽
生
え
、
鑑
賞
を
目
的
と
す
る
工
芸
作
品
の
制

作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作
家
個
人
の
目
指

す
も
の
は
各
々
に
異
な
り
ま
す
が
、
全
て
の
工
芸
作
家
に

共
通
す
る
の
は
、
工
芸
素
材
（
土
・
漆
・
染
料
・
金
属
・

木
な
ど
）
の
性
質
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
特
性
を
生
か
し

て
自
身
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

戦
後
は
工
芸
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
日
展
の
工
芸
が
、

時
代
に
合
わ
せ
た
造
形
美
術
へ
と
進
ん
で
行
く
に
従
い
、

伝
統
的
な
技
術
と
「
用
の
美
」
を
守
り
継
ご
う
と
す
る
人

び
と
に
よ
っ
て
、
日
本
伝
統
工
芸
展
を
主
催
す
る
日
本
工

芸
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
石
川
の
工
芸
界
は
、

こ
の
二
団
体
が
中
心
と
な
り
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
◆
◇

日
展
工
芸
部
門
を
活
躍
の
舞
台
と
す
る
日
本
芸
術
院
会

員
は
現
在
七
人
、
こ
の
う
ち
の
二
人
が
県
内
在
住
作
家
で

あ
り
、
一
方
、
日
本
伝
統
工
芸
展
で
活
躍
す
る
県
内
の
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
は
、
昨
年
七
月
に

「
彫
金
」
の
認
定
を
受
け
た
中
川
衛
氏
を
含
め
過
去
最
多

の
八
人
、
工
芸
の
分
野
に
お
い
て
は
東
京
を
抜
き
、
京
都

「沈金猫文けはひ飾筥」
前 大峰

石川県立輪島漆芸技術研修所所蔵

「あやめ訪問服」木村雨山
金沢卯辰山工芸工房所蔵

平
成
17
年
１
月
４
日
（
火
）
〜

４
月
10
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「釉裏金彩大山蓮花文鉢」b田美統
石川県立美術館所蔵

※
会
期
中
の
映
画
上
映
会
は
、
松
田
権
六
と
寺
井
直
次
の
制
作
過
程
を
紹

介
す
る
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
出
品
予
定
作
家
】

《
陶
　
磁
》
二
代
浅
蔵
五
十
吉
・
十
代
大
樋
長
左
衛
門
・
b
田
美
統
・

三
代
徳
田
八
十
吉
《
漆
芸
》
松
田
権
六
・
寺
井
直
次
・
大
場
松
魚
・

井
波
唯
志
・
前
大
峰
・
三
谷
吾
一
・
前
史
雄
・
塩
多
慶
四
郎

《
金
　
工
》
初
代
魚
住
為
楽
・
三
代
魚
住
為
楽
・
隅
谷
正
峯
・
中
川
衛

《
木
工
芸
》
氷
見
晃
堂
・
川
北
良
造
　
《
染
色
》
木
村
雨
山

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。



3

現
在
当
館
で
は
「
冬
季
・
所
蔵
品
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
本
展
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
織
部
の
意
匠
」

及
び
「
現
代
絵
画
・
風
景
を
楽
し
む
」
の
二
テ
ー
マ
で
、

一
部
特
別
展
示
を
含
め
て
計
六
十
一
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
そ
の
内
二
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
①
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
織
部
の
意
匠
」
よ
り

◆
「
織
部
南
蛮
人
燭
台
」（
一
六
〜
一
七
世
紀
制
作
）

幅
一
二
㌢
、
奥
行
一
一
㌢
、
高
さ
三
二
㌢

織
部
焼
で
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
南
蛮
文

化
」
の
影
響
で
す
。
戦
国
時
代
、
初
め
て
日
本
に
や
っ
て

来
た
南
蛮
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
人
）
が
鉄
砲

や
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
の
は
有
名
な
話
で
す
が
、
そ
の

他
に
も
多
く
の
文
物
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文

化
を
「
南
蛮
文
化
」
と
総
称
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
南
蛮

人
の
様
々
な
意
匠
を
拝
借
し
て
作
品
に
取
り
込
ん
だ
の
が

織
部
焼
で
し
た
。
こ
の
作
品
は
南
蛮
人
の
姿
を
そ
の
ま
ま

そ
っ
く
り
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
に
し
た
も
の
で
す
。

「
冬
季
・
所
蔵
品
展
」

２
月
20
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
！

テ
ー
マ
②
「
現
代
絵
画
・
風
景
を
楽
し
む
」
よ
り

◆
「
マ
テ
ー
ラ
の
展
望
」（
田
辺
栄
次
郎
作
）

縦
八
九
・
五
㌢
、
横
一
一
五
㌢

田
辺
栄
次
郎
（
一
九
一
〇
〜
九
八
）
は
石
川
県
能
登
地

方
の
押
水
町
出
身
の
洋
画
家
で
す
。
二
紀
展
や
一
陽
展
な

ど
で
活
躍
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
も
度
々
写
生
旅
行
に
出

か
け
、「
人
間
の
生
の
い
と
な
み
や
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る

所
を
描
き
た
い
」
と
各
地
の
風
景
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
制
作
で
、
描
か
れ

て
い
る
の
は
南
イ
タ
リ
ア
の
都
市
マ
テ
ー
ラ
の
町
な
み
で

す
。
古
び
た
家
々
が
立
ち
並
ぶ
静
か
な
光
景
か
ら
は
、
永

遠
の
歴
史
や
人
々
の
ぬ
く
も
り
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ

ま
す
。

十字架が見えます。
ここはサンタ・マリア・
デ・イドリス教会という
洞窟教会です。

むこう側に見える洞窟は
サッシ（洞窟住居）です。
マテーラはサッシの町と
して有名です。

所々に見える緑が、
画面に落ち着きとやす
らぎを与えています。

やさしい色使いです。
南イタリアのあたたかな
日差しを感じさせます。

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

帽子に針がついて
います。ここにロウソク
を立てて使います。

怖い顔。当時の
日本人にはこの
様に見えたの
でしょうか？

ネクタイを
しています。
当時日本には
全くない服装
でさぞ珍しか
ったことでし
ょう。

引き出しが
付いていま
す。ロウソク
のカスを
捨てるゴミ
入れだとい
われます。

家
に
は
床
の
間
が
あ
っ
て
、
掛
け
軸
も
掛
か
っ
て
い

る
ん
だ
け
ど
「
こ
ん
な
風
で
い
い
の
か
な
？
」、
今
ま
で

は
自
己
流
だ
っ
た
け
ど
「
こ
ん
な
扱
い
方
で
い
い
の
か

な
？
」
な
ど
疑
問
を
お
持
ち
の
方
に
お
す
す
め
の
『
美

術
品
取
り
扱
い
講
座
』
で
す
。
所
蔵
品
の
掛
け
軸
を
真

近
で
見
な
が
ら
、
当
館
学
芸
員
が
わ
か
り
や
す
く
軸
の

扱
い
方
と
そ
の
魅
力
を
お
話
し
し
ま
す
。

日
　
時
…
平
成
17
年
１
月
30
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
（
１
時
間
30
分
程
度
）

場
　
所
…
第
３
展
示
室
特
設
会
場

募
　
集
…
平
成
17
年
１
月
４
日
（
火
）
よ
り
電
話
に
て
申

込
み
受
付
け
を
し
ま
す
。

七
尾
美
術
館
1
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

対
　
象
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
…
２
８
０
円
（
冬
季
・
所
蔵
品
展
観
覧
料
）

※
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
３
５
０
円

持
ち
物
…
実
際
に
取
り
扱
う
掛
け
軸
を
ご
持
参
下
さ
い
。

（
ご
持
参
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

定
　
員
…
15
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

内
　
容
…
軸
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
ま
ず
ビ
デ
オ
で
事
前

学
習
し
、
実
際
に
軸
を
開
い
て
そ
の
扱
い
方
を

学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
開
催
中
の
『
冬
季
・

所
蔵
品
展
』
を
鑑
賞
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
････
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室



３
月
23
日
（
水
）
〜
27
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
前
９
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
展
も
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
途
有
望
な

若
い
世
代
の
参
加
が
み
ら
れ
充
実
し
た
内
容
と
意
欲
一
杯

で
す
。
本
年
度
も
12
名
全
力
投
球
で
頑
張
り
ま
す
。
乞
御

期
待
。

入
場
料

無
料

主
　
催

洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
七
尾
美
術
作
家
協
会
・
七
尾

市
教
育
委
員
会

連
絡
先
　

大
地
　
統

1
０
７
６
７
（
53
）
０
２
０
７

３
月
20
日
（
日
）

開
場

午
後
12
時
30
分

開
演

午
後
１
時

ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
、
家
族
と
の
連
弾
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
合

唱
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
練
習
を
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
聞
き
に
来
て
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

卜
部
啓
子
ピ
ア
ノ
教
室

後
　
援

平
田
ピ
ア
ノ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

連
絡
先
　

卜
部
　
啓
子

1
０
７
６
７
（
68
）
６
２
３
５

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
覧
会
案
内

4

第
９
回

洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

卜
部
啓
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

◇
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜

・
１
月
８
日
・
22
日
、
２
月
12
日

「
彫
漆
　
音
丸
耕
堂
の
わ
ざ
」（
30
分
）

・
２
月
26
日
・
３
月
12
日

「
蒔
絵
　
松
田
権
六
の
わ
ざ
」（
31
分
）

・
３
月
26
日
・
４
月
９
日

「
蒔
絵
　
寺
井
直
次
の
わ
ざ
」（
30
分
）

一．

趣

旨

七
尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
画
家
、
長
谷
川

等
伯
の
代
表
作
で
あ
る
国
宝
「
松
林
図
屏
風
」
の
展
示

を
記
念
し
、
現
在
の
能
登
の
松
林
を
中
心
と
し
た
風
景

を
撮
影
し
た
写
真
展
覧
会
を
開
催
し
、
入
選
作
品
を
来

館
者
の
方
々
に
紹
介
し
ま
す
。

二．

応
募
作
品

カ
ラ
ー
又
は
白
黒
プ
リ
ン
ト
全
紙
サ
イ
ズ
（
枠
張
又

は
額
装
）
に
限
る
。
※
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
張
り
は
し

な
い
。

三．

応
募
規
定

◎
応
募
料
は
無
料
で
す
。

◎
能
登
の
松
林
が
被
写
体
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

◎
応
募
作
品
は
展
示
終
了
後
返
却
い
た
し
ま
す
。（
返
送

を
希
望
の
場
合
、
費
用
は
出
品
者
負
担
と
な
り
ま
す
。）

◎
応
募
作
品
一
点
に
つ
き
、
作
品
の
裏
面
に
画
題
、
氏

名
、
住
所
、
撮
影
場
所
等
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応

募
票
を
貼
付
し
て
下
さ
い
。（
応
募
票
を
ご
希
望
の

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◎
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
作
品
は
未
発
表
で
あ
っ
て
、
他
に
発
表
予
定
の
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
へ
の
二
重

応
募
又
は
そ
の
類
似
の
作
品
で
あ
る
と
審
査
員
が
認

め
た
場
合
は
、
入
賞
後
で
も
取
り
消
し
に
な
り
ま
す
。

◎
単
写
真
の
み
。(

組
写
真
、
合
成
写
真
は
不
可)

◎
被
写
体
に
人
物
が
入
る
場
合
、
肖
像
権
侵
害
等
の
責

任
は
負
い
か
ね
ま
す
。
応
募
に
際
し
て
は
、
必
ず
本

人
（
被
写
体
）
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

◎
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
展
示
終
了
ま
で
は
主
催
者

側
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

◎
入
賞
は
一
人
一
賞
と
し
ま
す
。

四．

作
品
送
付
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
七
尾
美
術
館

五．

応
募
期
間

平
成
17
年
３
月
17
日
〜
３
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

六．

審

査

主
催
者
側
で
行
う
。

七．

各
賞
及
び
賞
金

最
高
賞
一
点
・
賞
金
五
万
円
＋
副
賞

優
秀
賞
二
点
・
賞
金
三
万
円
＋
副
賞

佳

作
五
点
・
賞
金
一
万
円
＋
副
賞

八．

審
査
発
表

平
成
17
年
４
月
中
旬
に
、
新
聞
・
石
川
県
七
尾
美
術

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
等
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
事
務

局
よ
り
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

九．

作
品
展
示

「
長
谷
川
等
伯
展
〜
国
宝
・
松
林
図
屏
風
〜
」
開
催

期
間
中
（
平
成
17
年
４
月
25
日
〜
５
月
８
日
）、
当
館

に
て
展
示
及
び
他
に
展
示
予
定
あ
り
。

十．

主

催

七
尾
市
、
七
尾
市
教
育
委
員
会
、
財
団
法
人
七
尾
美
術
館
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「
長
谷
川
等
伯
展
〜
国
宝
・
松
林
図
屏
風
〜
」
開
催
記
念
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集



浦
　
寿
美
子

今
回
の
研
修
先
は
「
金
沢
21
世
紀
美
術
館
」「
大
野
か

ら
く
り
記
念
館
」「
石
川
県
庁
」
で
し
た
。
朝
か
ら
快
晴
、

午
前
八
時
出
発
。
年
一
回
の
研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂

く
の
は
三
度
目
で
す
が
、
年
々
待
ち
遠
し
い
程
楽
し
み
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。（
い
つ
か
は
イ
タ
リ
ア
と
い
う
日
が
来

な
い
か
な
…
）
幅
広
い
年
代
の
方
と
親
し
く
語
り
合
う
機

会
を
持
て
る
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
で
楽
し
い
こ
と
で
す
。

現
代
ア
ー
ト
の
印
象
は
強
烈
で
す
よ
ね
。
入
口
の
緑
の

芝
生
に
き
の
こ
の
よ
う
に
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
生
え
る
巨
大

な
ラ
ッ
パ
。
音
を
送
る
と
、
ど
こ
か
に
繋
が
る
よ
う
で
す
。

タ
マ
ム
シ
を
集
め
て
作
っ
た
緑
に
輝
く
ド
レ
ス
。
ピ
ン
ク

の
ハ
ー
ト
型
を
バ
ッ
ク
に
蝶
を
散
ら
し
た
作
品
。
こ
の
作

家
デ
ミ
ア
ン
・
ハ
ー
ス
ト
は
一
九
九
〇
年
に
牛
の
頭
を
そ

の
ま
ま
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
展
示
し
た

作
家
だ
そ
う
で
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
で
名
前
を
忘

れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
一
人
で
し
た
。
ま
た
本
展

の
た
め
の
作
品
で
地
球
大
異
変
を
扱
っ
た
「
二

〇
一
二
年
」
も
、
驚
き
と
と
も
に
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。
伝
統
を
超
え
て
新
し
さ
を

創
造
す
る
、
問
題
提
起
を
し
よ
う
と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
当
時
は
革
新
的

と
言
わ
れ
た
と
い
う
、
モ
ネ
や
ピ
カ
ソ
の
作
品

の
部
屋
に
入
る
と
ホ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。「

大
野
か
ら
く
り
記
念
館
」
で
は
Ｓ
さ
ん
が
、

茶
運
び
人
形
か
ら
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ん
ま
い
で
カ
タ
カ
タ

動
く
人
形
の
可
愛
い
こ
と
。

そ
れ
に
し
て
も
皆
さ
ん
と
い
た
だ
い
た
加
賀

御
膳
の
き
れ
い
で
お
い
し
か
っ
た
こ
と
！
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

隆
　
文
子

「
金
沢
21
世
紀
美
術
館
」
は
九
日
に
開
館
し
た
ば

か
り
。
今
迄
に
な
い
斬
新
な
美
術
館
と
の
こ
と
で
新

聞
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
記
事
を
み
て
、
自
分
の
目
で

実
際
に
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
望
み
が

か
な
い
嬉
し
い
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。
大
き
な
円

形
の
総
ガ
ラ
ス
張
り
の
白
い
建
物
で
緑
の
芝
生
の
中

に
ド
ン
と
あ
り
、
朝
陽
に
映
え
て
と
て
も
綺
麗
で
す
。

フ
ワ
フ
ワ
し
た
芝
生
を
踏
み
、
記
念
撮
影
を
し
て
開

館
を
待
ち
ま
し
た
。
職
員
の
方
に
説
明
を
受
け
て
早

速
入
館
し
ま
し
た
。
先
ず
、
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
目
に

し
た
不
思
議
な
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
人

の
流
れ
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と→

印
に

従
っ
て
展
示
室
を
ま
わ
り
ま
す
。
案
内
書
片
手
に
壁

に
つ
け
ら
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
を
見
て
も
頭
の
中
に

記
録
す
る
間
も
な
く
進
み
ま
す
。
ひ
た
す
ら
、
展
示

品
の
大
き
さ
、
展
示
方
法
、
た
く
さ
ん
の
展
示
品
に

圧
倒
さ
れ
、
び
っ
く
り
し
つ
つ
見
学
し
ま
し
た
。
見

終
わ
っ
て
か
ら
、
ど
れ
が
一
番
心

に
響
い
た
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
今
迄
の
美
術
館
と
は

全
く
違
い
ま
す
。
参
加
で
き
る
作

品
の
あ
る
所
が
一
番
違
う
点
か
な

と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
楽
し
め
る
、

そ
れ
が
『
21
世
紀
の
出
会
い
―
共

鳴
、
こ
こ
・
か
ら
』
と
い
う
テ
ー

マ
に
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。頭

と
足
が
痛
く
な
っ
た
所
で
お

昼
時
間
と
な
り
、
お
い
し
い
「
秋

の
味
覚
御
膳
」
で
目
と
舌
を
喜
ば

せ
て
、
や
っ
と
ほ
ん
わ
か
と
な
り

ま
し
た
。「
大
野
か
ら
く
り
記
念

館
」
で
は
昔
の
人
の
頭
の
良
さ
に

び
っ
く
り
。
茶
運
び
人
形
の
愛
ら

し
い
顔
が
良
か
っ
た
で
す
。

当
館
で
は
一
九
九
八
年
か
ら
毎
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
の
翌
年
か
ら
毎
年
継
続
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」
は
展
覧
会
同
様
、
毎

年
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
で
賑
わ
い
ま
す
。
今
年
も
会
期
中

の
毎
週
土
日
に
計
十
回
実
施
し
、
県
内
各
地
や
富
山
、
福
井
県

な
ど
か
ら
、
子
ど
も
八
十
六
人
、
大
人
五
十
四
人
も
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
材
料
と
な
る
使
用
済
み
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー

を
持
ち
寄
り
、
八
ペ
ー
ジ
の
冊
子
を
作
っ
て
物
語
を
考
え
ペ
ー

ジ
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。
用
紙
の
大
き
さ
が
様
々
な
の
で
、
絵

本
の
サ
イ
ズ
も
形
も
異
な
る
一
冊
と
な
り
ま
し
た
。な
か
に
は
、

昨
年
作
っ
た
絵
本
を
持
参
し
「
第
二
弾
を
作
る
ん
だ
!!
」
と
話

し
て
く
れ
た
お
友
達
や
、「
帰
っ
て
弟
に
見
せ
て
あ
げ
る
♪
」

と
い
う
小
学
生
の
男
の
子
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
本
作
り
で

力
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
い
、
展
示
室
で
は
お
母
さ
ん
の
背
中

で
眠
っ
て
い
た
女
の
子
も
い
ま
し
た
。
未
就
学
の
お
子
様
に
は

保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
お
母
様
だ

け
で
な
く
御
夫
婦
そ
ろ
っ
て
参
加
さ
れ
る
ご
家
族
が
多
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
と
異
な
り
会
場
を
展
示
室
の
一
角
に
設
け
た
の
で
色
々

と
心
配
も
し
ま
し
た
が
、

賑
や
か
に
制
作
す
る
子
ど

も
た
ち
を
、
お
客
様
に
も

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
職
員
一
同
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

御
指
導
く
だ
さ
い
ま
し

た
、
も
こ
も
こ
文
庫
・
も

こ
も
こ
の
会
の
皆
様
、
御

協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

十
月
二
十
九
日
（
金
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
・
職
員
合
わ
せ
て
二
十

三
名
の
参
加
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

代
表
し
て
お
二
人
の
方
に
感
想
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボランティアの部屋へようこそ！

2
0
0
4
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/＊/

5

Vol.4

金沢21世紀美術館にて
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等
伯
コ
ー
ナ
ー

館
長：

結
局
、
十
五
代
の
等
舟
富
次
郎
さ
ん
が
高
野
山
で
ご
先

祖
の
後
を
継
が
れ
た
ん
で
す
か
。

仲
氏：

い
や
、
廃
仏
毀
釈
が
あ
っ
た
り
、
小
さ
か
っ
た
で
す
か

ら
、
技
術
的
な
こ
と
を
受
け
継
ぐ
間
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

館
長：

富
次
郎
さ
ん
の
奥
様
で
あ
る
塚
本
さ
わ
さ
ん
は
、
ど
う

い
う
系
統
の
方
で
す
か
。

仲
氏：

父
親
が
姫
路
の
出
で
、
鉱
山
の
開
発
の
仕
事
を
し
て
い

た
人
で
す
。
そ
の
時
の
部
下
に
塚
本
富
次
郎
が
分
析
の
技
師
と

し
て
お
り
ま
し
て
、
結
婚
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

館
長：

二
人
の
ご
長
女
と
、
仲
市
太
郎
さ
ん
と
が
ご
結
婚
さ
れ

た
と
。
そ
の
仲
市
太
郎
さ
ん
が
、
先
生
の
お
父
さ
ん
で
す
ね
。

そ
の
時
、
お
父
さ
ん
の
富
次
郎
さ
ん
は
長
谷
川
と
い
う
名
前
を

名
乗
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

仲
氏：

後
継
ぎ
で
す
か
ら
、
仲
家
を
名
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。

館
長：

し
か
し
、
資
料
は
全
部
仲
家
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

仲
氏：

は
い
。

館
長：

そ
も
そ
も
、
お
父
さ
ん
の
代
の
仲
家
と
い
う
の
は
、
絵

を
描
い
て
お
ら
れ
た
家
柄
な
ん
で
す
か
。

仲
氏：

い
え
、
仲
家
と
い
う
の
は
、
元
々
丹
波
か
ら
出
て
き
た

ん
で
す
。
京
都
の
四
条
烏
丸
で
旅
館
を
や
っ
て
ま
し
て
、
長
谷

川
も
四
条
に
近
か
っ
た
で
す
し
、
そ
う
い
う
関
係
で
や
は
り
長

谷
川
が
来
て
頼
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
交
流
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

館
長：

そ
れ
で
は
、
絵
心
は
持
っ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
ね
。

仲
氏：

は
っ
き
り
と
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
長
谷
川
の
と
こ
ろ
へ

何
か
職
業
と
い
う
こ
と
で
、
弟
子
入
り
し
た
ん
や
と
思
い
ま
す
。

館
長：

先
生
自
身
が
絵
の
道
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
訳
で
す
が
、

義
務
感
は
お
持
ち
で
し
た
か
？

仲
氏：

い
や
、
と
に
か
く
朝
起
き
た
ら
父
親
が
仕
事
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
隣
で
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
そ
や
か
ら
好
き
も

嫌
い
も
な
い
し
、
五
年
生
く
ら
い
の
時
に
家
は
そ
う
い
う
雪
舟

長
谷
川
等
伯
展
特
別
講
演
会

「
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
」

講
師
　
仲
　
春
洋
氏
（
日
本
画
家
・
長
谷
川
派
画
系
後
裔
）

長
谷
川
等
伯
展
特
別
対
談

「
長
谷
川
派
研
究
と
土
居
先
生
と
の
思
い
出
」

対
談
者：

仲
　
春
洋
氏
（
日
本
画
家
・
長
谷
川
派
画
系
後
裔
）

：

嶋
崎
　
丞
（
石
川
県
七
尾
美
術
館
館
長
）

今
日
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
長
谷
川
家
の
下
絵
の

流
転
に
絞
っ
て
お
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
三
年
頃
、
長
谷
川
を
仮
に
継
い
で
い
ま
し
た
母
の
従

兄
妹
が
北
白
川
で
西
陣
織
の
艶
出
し
工
場
を
や
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
、
長
谷
川
の
下
絵
が
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
工
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
の
父
が
そ
こ
へ
参
り

ま
し
て
下
絵
を
長
持
か
ら
出
し
ま
し
た
。
三
〜
四
十
年
も
そ
こ

に
入
っ
て
い
た
の
で
、
鼠
の
巣
も
沢
山
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
取

り
合
え
ず
新
聞
紙
に
包
ん
で
、
一
応
は
仏
画
、
有
職
、
お
寺
関

係
な
ど
に
区
分
け
し
て
、
家
に
持
っ
て
帰
っ
た
ん
で
す
。
と
に

か
く
膨
大
な
資
料
で
す
か
ら
、
少
々
は
紙
の
箱
に
入
れ
替
え
て

押
し
入
れ
に
保
管
し
て
お
り
ま
し
た
。
父
も
必
要
に
応
じ
て
そ

の
下
絵
を
出
し
て
、
仕
事
の
参
考
に
し
た
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
戦
争
も
は
じ
ま
り
私
も
兵
に
出
ま
し
た

し
、
下
絵
も
何
箇
所
に
も
分
け
て
疎
開
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

終
戦
の
頃
に
や
っ
と
家
へ
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
手
を

付
け
よ
う
と
し
て
も
ど
う
も
手
の
付
け
ら
れ
な
い
状
態
で
し

た
。
二
、
三
年
し
て
父
も
「
い
っ
ぺ
ん
供
養
せ
な
あ
か
ん
な
あ
。」

と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
二
十
七
、
八
年
頃
に
親
戚
を
集
め
て
、

今
の
長
谷
川
菩
提
寺
で
法
要
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
新
聞
紙
に
包
ん
だ
も
の
を
紙
の
箱
に
入
れ
替
え
て
整

理
を
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
の
十
二
月
に
父
が
亡
く
な
り
、
気
に
な
り
ま

す
の
が
下
絵
な
ん
で
す
ね
。
一
番
先
に
手
掛
け
た
の
が
、
や
は

り
系
図
と
過
去
帳
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
ま
で
長
谷
川
の
家
に

あ
る
の
が
過
去
帳
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
昭
和
五
十
年

頃
で
す
か
、「
お
堂
の
中
か
ら
長
谷
川
の
過
去
帳
が
出
て
き
た
。」

と
お
寺
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
、
古
い
過
去

帳
だ
と
い
う
の
で
長
谷
川
が
そ
こ
へ
納
め
て
、
新
し
く
書
き
直

し
た
や
つ
を
私
ら
は
長
谷
川
家
の
過
去
帳
や
と
思
っ
て
い
た
訳

で
す
。
ま
あ
写
し
で
す
ね
。
そ
の
古
い
過
去
帳
を
見
ま
す
と
、

非
常
に
端
正
な
字
で
書
か
れ
た
大
き
な
物
で
、
土
居
先
生
に
お

知
ら
せ
し
た
ら
、「
す
ぐ
に
持
っ
て
き
て
く
れ
。」
と
い
わ
れ
て

一
年
程
預
け
、
過
去
帳
と
系
図
を
す
ぐ
に
修
復
い
た
し
ま
し
た
。

下
絵
は
、
こ
こ
十
年
前
か
ら
箱
を
詰
め
替
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
七
尾
美
術
館
の
方
か
ら
調
査
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
よ
う
や
く
一
般
の
人
に
も
下
絵
に
つ
い
て
認
識
を
持
っ

て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
等
伯
の
（
没
後
）

四
百
年
ま
で
に
は
で
き
る
だ
け
そ
の
大
事
な
資
料
を
整
理
し

て
、
下
絵
展
み
た
い
な
も
の
も
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
共
に
は
、
お
色
気
の
あ
る
下
絵
と
い
う
の
は
一
点
も
な

い
で
す
。
非
常
に
一
途
に
お
寺
関
係
の
仏
画
、
そ
れ
か
ら
肖

像
画
、
絵
巻
物
を
代
々
極
め
て
お
り
ま
す
。
緻
密
な
、
し
か

も
非
常
に
デ
ッ
サ
ン
力
の
あ
る
下
絵
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
、
い
つ
か
は
日
の
当
た
る
場
所
で
お
見
せ
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

話
は
飛
び
ま
す
が
、
幕
末
江
戸
の
末
期
、
長
谷
川
派
の
十
四

代
の
等
栄
が
十
五
年
程
か
か
っ
て
高
野
山
の
金
堂
の
壁
画
を
完

成
し
た
ん
で
す
が
、
十
三
代
の
等
舟
が
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

の
七
月
に
亡
く
な
り
、
そ
の
八
月
に
は
長
男
の
等
栄
も
二
十
六

歳
で
急
死
を
し
ま
す
。
そ
の
頃
、
ま
だ
次
男
の
富
次
郎
が
十
歳
、

姉
の
礼
が
十
五
歳
、
三
男
の
与
左
吉
が
七
歳
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
七
、
八
年
頃
に
廃
仏
毀
釈
が
始
ま
り
、
長
谷
川
家
も
等
舟

を
亡
く
し
て
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
に
下
絵
は
姉

と
弟
に
任
せ
て
、
や
が
て
富
次
郎
は
京
都
を
離
れ
て
江
戸
へ
行

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
以
後
の
下
絵
は
、
今
申
し
上
げ
た

長
持
に
入
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

そ
の
下
絵
は
宗
派
を
問
わ
ず
混
ざ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宗
派

別
に
整
理
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
、
天
明
前
の
も
の
は
ほ
ぼ
焼
か
れ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
大
火
以
前
の
下
絵
も
混
ざ
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
相
談
を
し

て
、
整
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
非
常
に
不
十
分
か
と
思
い
ま
す
が
、
出
来

る
だ
け
ご
了
解
い
た
だ
い
て
、
こ
の
辺
で
私
の
話
を
終
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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の
系
統
や
と
い
う
こ
と
だ
け
は
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

館
長：

昭
和
の
十
三
、
四
年
の
頃
か
ら
、
土
居
先
生
が
「
等
伯

信
春
同
人
」
を
調
査
し
、
同
人
と
い
う
こ
と
を
推
察
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
仲
家
が
長
谷
川
の
系
統
の
お
家
で
、
長
谷
川

の
資
料
が
色
々
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
土
居
先
生
と
の

接
点
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
お

会
い
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
で
す
か
。

仲
氏：

昭
和
十
四
年
に
、
登
内
微
笑
と
い
う
日
本
画
家
と
二
人

で
、
初
め
て
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

館
長：

精
力
的
に
七
尾
へ
来
ら
れ
る
の
は
、
戦
後
す
ぐ
で
す
ね
。

仲
氏：

先
生
も
博
物
館
を
辞
め
た
り
、
大
学
の
論
文
や
ら
で
忙

し
か
っ
た
の
と
違
い
ま
す
か
。
そ
や
け
ど
、
一
番
力
入
れ
は
っ

た
の
は
工
芸
繊
維
大
学
で
す
な
。
学
生
を
お
寺
へ
連
れ
て
行
っ

て
現
場
で
講
義
を
す
る
と
い
う
講
義
の
仕
方
が
、
学
生
に
非
常

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
、
今
で
も
あ
の
時
の
講
義
が

良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。

館
長：

金
沢
の
玉
川
図
書
館
に
は
、『
七
尾
町
旧
記
』
の
中
の

資
料
を
写
し
た
写
本
が
あ
り
ま
す
。『
七
尾
町
旧
記
』
は
、
明

治
初
め
に
大
火
で
無
く
な
っ
て
、
そ
れ
が
実
は
仲
家
本
の
長
谷

川
家
系
図
を
写
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
確
か
、
江
戸
の
文
化
年

間
く
ら
い
の
写
し
か
と
思
い
ま
す
。
今
そ
ち
ら
に
お
持
ち
の
長

谷
川
家
の
系
譜
は
、
ど
な
た
が
お
作
り
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。

仲
氏：

こ
れ
は
天
明
に
焼
け
て
、
忘
れ
な
い
う
ち
に
と
い
う
こ

と
で
、
す
ぐ
に
写
し
て
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

館
長：

そ
れ
に
対
し
て
、
東
京
の
長
谷
川
家
本
も
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
長
谷
川
家
と
の
お
付
き
合
い
は
あ
る
ん
で
す
か
。

仲
氏：

お
墓
も
行
き
ま
し
て
、
妹
さ
ん
の
方
に
お
目
に
か
か
り

ま
し
た
。
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
資
料
は
関
東
大
震
災
で
大
半
焼

け
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。『
長
谷
川
家
系
図
』
は
、
お
姉

さ
ん
の
と
こ
に
あ
る
の
と
違
い
ま
す
か
。

仲
氏：

両
方
共
が
ご
養
子
さ
ん
で
す
か
ら
、
今
も
長
谷
川
を
名

乗
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
四
百
年
を
迎
え
る
前
に
、
来
年

で
も
妹
さ
ん
と
こ
へ
行
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
氏：

そ
れ
か
ら
、
土
居
先
生
は
下
絵
だ
け
は
手
を
付
け
ら
れ

な
か
っ
た
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
こ
の
間
二
人
で
四
日
間
調
査

に
来
ら
れ
て
、
一
箱
よ
う
や
く
見
ら
れ
た
訳
で
す
か
ら
ね
。
そ

れ
で
も
、
え
え
資
料
が
見
つ
か
っ
た
と
の
事
で
す
し
、
こ
れ
か

ら
な
お
調
査
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

館
長：

粉
本
を
作
ら
れ
た
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
江
戸
の

後
期
の
方
が
多
い
ん
で
す
か
。

仲
氏：

沢
山
残
っ
て
い
る
の
は
天
明
の
大
火
以
後
で
す
。
天
明

以
後
と
言
っ
て
も
、
や
は
り
二
百
五
十
年
に
も
な
り
ま
す
か
。

館
長：

写
し
の
中
身
は
等
伯
関
係
の
も
の
が
多
い
ん
で
す
か
。

仲
氏：

い
や
、
そ
れ
は
写
し
や
な
し
に
、
注
文
で
す
ね
。

館
長：

そ
う
す
る
と
、
代
々
の
人
の
粉
本
、
下
絵
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
コ
ピ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
。

仲
氏：

中
に
は
等
叔
み
た
い
に
本
法
寺
へ
行
っ
て
、
等
伯
の

「
涅
槃
図
」
を
写
す
人
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
写
す
と
い
う
こ
と

は
大
変
や
か
ら
ね
。
多
く
は
仏
絵
師
と
い
う
よ
う
な
職
業
で
す

か
ね
。
そ
れ
が
下
絵
と
し
て
残
っ
て
い
っ
て
る
ん
で
す
。

館
長：

土
居
先
生
は
、
戦
後
頻
繁
に
七
尾
に
来
ら
れ
て
、
講
演

や
調
査
も
精
力
的
に
や
っ
て
お
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

仲
氏：

昭
和
二
十
年
前
後
、
ま
だ
土
居
先
生
は
お
寺
に
評
判
悪

か
っ
た
で
す
わ
。「
土
居
の
若
い
の
が
い
ら
ん
こ
と
言
う
さ
か

い
な
、
う
ち
の
お
寺
さ
っ
ぱ
り
わ
や
や
わ
。」
み
た
い
な
こ
と

を
言
っ
て
た
ら
し
い
で
す
わ
。

館
長：
例
え
ば
、
狩
野
派
で
あ
っ
た
も
の
を
等
伯
と
か
言
う
と
、

け
し
か
ら
ん
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

仲
氏：

そ
う
で
す
ね
。
今
度
は
等
伯
様
様
に
な
っ
て
、
え
ら
い
変

わ
り
よ
う
や
な
あ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

館
長：

土
居
さ
ん
は
等
伯
の
研
究
以
外
に
も
、
角
屋
の
保
存
の

問
題
、
そ
れ
に
二
条
城
の
障
壁
画
の
問
題
、
京
都
の
大
寺
の
襖

絵
問
題
等
々
に
つ
い
て
、
色
ん
な
意
味
で
手
広
く
関
係
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
戦
後
の
や
は
り
桃
山

か
ら
江
戸
初
期
に
至
る
文
化
財
の
保
存
管
理
、
修
復
の
問
題
等

に
は
、
随
分
功
績
が
あ
っ
た
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

館
長：

金
沢
の
日
本
画
家
で
、
郷
土
史
や
文
化
財
の
研
究
な
ど

も
や
っ
て
お
ら
れ
た
山
科
杏
亭
さ
ん
と
い
う
方
が
、
妙
蓮
寺
の

襖
絵
に
つ
い
て
「
私
が
土
居
先
生
に
、
あ
れ
は
長
谷
川
派
で
は

な
い
か
と
進
言
申
し
上
げ
た
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、
土
居
先
生
が
慌
て
て
見
に
い
か
れ
て
、
す
ご
い
も
の

を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

館
長：

先
生
の
蔵
書
を
含
め
て
、
文
庫
み
た
い
な
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
一
般
公
開
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
。

仲
氏：

三
竹
園
で
す
ね
。
そ
れ
は
今
お
嬢
さ
ん
が
管
理
さ
れ
て

お
り
ま
す
し
、
そ
れ
は
行
け
ば
見
ら
れ
ま
す
ね
。

館
長：

平
成
十
一
年
「
長
谷
川
等
伯
展
」
で
ご
講
演
い
た
だ
い

た
武
田
恒
夫
先
生
も
、
桃
山
時
代
の
研
究
と
い
う
意
味
で
の
お

弟
子
さ
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
あ
の
二
条
城
の
保
存
管
理
の

委
員
を
土
居
先
生
と
ご
一
緒
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

仲
氏：

土
居
先
生
は
、
二
条
城
と
御
所
と
両
方
受
け
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
同
業
者
で
も
京
都
は
縄
張
り
み
た
い
な
も
ん

が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
で
す
な
。

仲
氏：

土
居
先
生
が
昭
和
四
十
年
で
す
か
、
ア
メ
リ
カ
へ
ず
っ
と

回
っ
て
、
最
後
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
手
紙
が
き
ま
し
て
ね
、「
ず
っ

と
調
査
し
て
回
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
番
最
後
に
非
常
に
印
象
深
か

っ
た
の
は
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
マ
リ
ア
像
や
。」
と
、
要
す
る
に

下
絵
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
っ
て
大
き
い
絵
に

非
常
に
驚
い
た
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
感
銘
と
印
象
に
残
っ
た
と

い
う
の
は
、
こ
う
い
う
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
画
稿
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
書
い
て
送
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
。
い
か
に
下
絵
と
い
う
も

の
が
大
事
で
、
し
か
も
本
紙
以
上
に
力
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
り
た
か
っ
た
ん
や
と
思
い
ま
す
。

館
長：

な
ん
か
、
取
り
留
め
な
い
土
居
先
生
の
お
話
し
を
申
し

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
が
い
よ
い
よ
こ
の
美
術
館
の
開
館

十
周
年
に
な
り
ま
す
。
幸
い
、
上
野
の
博
物
館
の
国
宝
「
松
林

図
屏
風
」
と
い
う
も
の
が
、
こ
こ
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
は
、
大
々
的
に
等
伯
の
顕
彰
を
、「
松
林
図
屏

風
」
の
お
里
帰
り
と
い
う
こ
と
で
、
大
展
覧
会
を
開
催
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一
つ
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
て
、
今
日
の
講
演
会
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
※
本
文
は
、
平
成
十
六
年
十
月
二
日
に
行
わ
れ
た
「
長
谷
川
等
伯
展
〜
能
登
時
代

の
仏
画
と
北
陸
の
長
谷
川
派
〜
」
特
別
講
演
会
と
対
談
の
内
容
を
、
当
館
の
責

任
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。）

★
耳
よ
り
情
報
★

出
光
美
術
館
（
東
京
）
で
は
、
三
月
十
二
日
〜
四
月
十
七
日

迄
「
新
発
見
・
長
谷
川
等
伯
の
美
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。



石川県七尾美術館だより 第40号（冬号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/（アドレスが変更になりました）

◎次号・第41号（春号）は４月１日発行予定です。

交通案内
飛行機……能登空港より能登有料

道路利用約45分

車…………金沢より能登有料道路
利用約１時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒 歩…JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

ななおコミュニティバス…JR七尾駅より西コ
（ぐるっと7セブン） ースに乗車約10分

◆1月 1～3、11、17、24、31
◆2月 7、14、21～25、28
◆3月 7、14、22、28

平成17年度 石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内
新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込み
下さい。お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意下さい。郵便振替による受付も
できますので、ぜひご利用下さい。

(1)年度会費　1,000円
(2)受付開始　3月1日(火)
(3)受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付【(6)参照】
(4)受付時間　午前9時～午後4時30分
(5)会員証有効期限　平成17年4月1日～平成18年3月31日
(6)郵便による入会手続き
★郵便振替用紙をご利用下さい。（会員証は4月初旬に
「石川県七尾美術館だより」とともに郵送します。）
★郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会
員の区別(更新･新規･元会員)･郵便番号・住所･電話番
号･氏名･生年月日》をご記入の上、会費を添えて最
寄の郵便局窓口へお出し下さい。

★払込料金70円は申込者負担となります。

郵便振替口座　　００７１０―０―５０７９５
加入者名　　　　石川県七尾美術館友の会

入会手続きについて

◆当館での事業（展覧会、講演会、演奏会等）を掲載した「石
川県七尾美術館だより」が郵送されます。（年度内4回発行）
◆当館主催の展覧会観覧料が団体料金に割引されます。

（会員本人と同伴者2名まで）
◆「石川県立美術館」「石川県立歴史博物館」「石川県能登島
ガラス美術館」「石川県輪島漆芸美術館」でも観覧料が割
引となります。 （会員本人のみ）

おかげさまで当館は平成17年で開
館10周年を迎えました。友の会会員の皆様に感謝を込めて、
新たな特典・優待をお知らせいたします。
ぜひ、平成17年度も友の会にご入会下さい！

その１「珠洲市立珠洲焼資料館」など会員証提示で観覧料が割引
（会員本人のみ）となる施設が増えます。

その２『国宝・松林図屏風～長谷川等伯展～』会期中に友の会会員
限定特別鑑賞会を開催。

その３ 開館より平成17年まで継続して会員となっていただいてい
る方にスペシャルプレゼントを進呈。

＊会員様にお知らせ＊

会員になられますと…

平成17年度
市民ギャラリー＆アートホールの
使用申し込みについて

当館では個展、グループ展、演奏会など幅広い芸術活動の発表の場として、
市民ギャラリー＆アートホールの貸室を行っています。平成17年度のご利用は、
１月４日貂から31日豺までを第１次募集期間として受付いたします。
ご希望使用期間が重複する場合、上記受付期間終了後に調整させていただき
ます。
展覧会等の関係上、ご利用いただけない期間もございますので、ご利用可能期

間につきましてはお問い合わせいただくか、当館ホームページをご覧ください。
また、ご希望の方には詳細を説明したパンフレット「利用のご案内（展示室
図面入り）」をお送りいたしますので、お気軽にお申し付けください。

・展示面積（全６室＋通路）………………250m2

・展示壁面延長（最大）……………………137m2

・最大天井高…………………………………3.5m
※１室（27m2）から貸室できます。

・面 積 ………………………………315m2

・ステージ幅…………………………………8.5m
・客席（固定＋可動）………………………240席
※ピアノ・16ミリ映写機・スライド映写機・OHC等もご利用いただけます。

【お問い合わせ・お申し込み先】
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地

石川県七尾美術館 貸館係 蕁（0767）５３―１５００

●アートホール●

●市民ギャラリー（全６室＋通路）●


